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飯 田 は 鷹揚に 云った。 僧 は 軽薄な 笑い を 顔に 浮べて 

いた。 

「お勤め 御苦労に 存じます、 見ら るるとお りの 荒 寺で、 

茶 もろく ろくお あげす る こと もで きません が、 それで 

よろ 

宜しければ、 ゆっくり 御 逗留なさい ますよう に」 

「なに、 粮 来の 用意 も ある、 今 晚ー晚 御 厄介に なれば、 

明日 はすぐ 出発し ます」 

そのうちに 部下が 厨 の 方から 手桶に 水 を 入れて 

わら *ノ 

持って来 たので、 飯 田 は 草鞋 を 解いて それで 足 を 洗つ 

て あがる と、 僧 は 後から 来て 次の 室へ 案内した。 塵の 

溜った 狭い 室であった。 



きたな 

「甚だ 穢ぃ処 で、 お気の毒で ございます」 

こう 云って 僧が 出て 往 くと、 飯 田 は 刀 を 除り、 陣笠 

を 脱いで、 だんぶくろ を 穿いた 体 を 畳の 上に 置いた。 

部下 は 炊事に かか つ たの か あが つ て 来な か つ た。 

-こ 

軽い 跫音 がして 何人 か 入って 来た。 今の 僧に して は 

跫 音が 違って いるな と 思って 飯 田 は 顔 を あげた。 壮ぃ 

女が 茶 を 持って来た ところであった。 飯 田 は 驚いた。 

それ は 甲府の 町に いる はずの 妻で はない か。 彼 は 一昨 

年 甲府を 脱走して 京都に 入り、 勤王の 士と 往来して い 

るう ちに、 鳥 羽 伏 見の 役と なり、 それから 討幕の 軍が 

おこった ので、 彼 も 土 佐 藩の 手に 属して 故郷に 来た も 



あ-. こ）' 

女 はまた きょろきょろと 四辺 を 見た。 僧 は 軍士に 撲 

られて 倒れて いた。 

「此処 は 何処で ございましよう、 私 はどうし ており ま 

す」 

「お前 は 勝 沼 在の 寺に いる、 どうした、 この 様 は」 

い き 

女 は 大きな 呼吸 を 吐いた。 

あるひ 

「私 は、 家に いると、 某日、 背の 高い 坊主が 来て、 私 

を 睨んだ こと を おぼえて おります が、 それから は、 何 

をして いたやら さっぱり 判りません」 

飯 田 は 奇怪な 思いと 不快な 思いに 精神が 錯乱しょう 

とした。 部下 は 急いで 女の 緦を 解いた。 女 は 飯 田に 執 
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